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Abstract:  Th is paper provides an interim report on the investigation into the linguistic signifi -
cance of the distinction between event and property predications that is being carried out as part of 
Kageyama’s collaborative research project “Syntactic, Semantic, and Morphological Characteristics 
of the Japanese Lexicon.” A variety of empirical data is provided to show that the function of prop-
erty predication, which has been regarded merely as a matter of semantic or pragmatic interpreta-























































  I. 「事象と属性」チーム
  II. 「動詞の自他と項交替」チーム―Max Planck研究所と部分的に連携
  III. 「複合動詞・複雑述語」チーム―言語対照研究系の Pardeshi班と部分的に連携








   a.  出来事：昨日，友人に双子が産まれた。
   b.  動作：私は，毎日 5時から 6時までジョギングをする。
   c.  一時的状態：この契約書は，まだ白紙です。
（2）  主語ないし主題の属性を表す文（属性叙述文）
   a.  ネコ（というの）は，ネズミを追いかける（ものだ）。［*毎日 5時から 6時まで］
   b.  私の父は背が高い。［*今だけ］








level predicates)と個体レベル述語 (individual-level predicates)と呼ばれるものと各々対応する
ようである（Carlson 1980, Carlson and Pelletier (eds.) 1995）。
（3）  a.  場面レベル述語：一時的な状態を表す述語
     Th e doctor is {available/sick/drunk/naked} at this moment.
   b.  個体レベル述語：恒常的な性質を表す述語
     Th e doctor is {tall/intelligent/knowledgeable} (*at this moment).














（4）  a.  学生達は眠そうな目をしていた。【事象】
     私は，学生達に眠そうな目をされた。
   b.  英語の先生は青い目をしている。【属性】








英語に関してよく研究されている（Carlson and Pelletier (eds.) 1995, Fernald 2000）。
（5）  a.  Th e salesman is (being) polite.（being＝一時的，意図的）
   b.  I saw Robin being polite.（beingが無ければ非文法的）
（6）  a.  その子は｛おとなしい／おとなしくしている｝。












（7）  a.  太郎，元気だ。  田中さん，駅長だ。（恒常的特性）

















（9）  A.   これらの構文が通常の事象叙述文で使われたときには，ある一般的な原則に従い，
その一般原則に違反すると，普通なら当然，非文法的な文になる。
   B.   ところが，（8）に掲げた現象は，その一般原則から逸脱しているにもかかわらず，
非文法的にならず，当該言語において適格文として受け入れられる。









   a.  子供の［本読み］   book-reading (by children)
   b. *本の［子供読み］   *child-reading (of books)
ところが，日本語や韓国語では他動詞が主語と結びついて，次のような複合語が生産的に作
られる（影山 2009, Kageyama (in press)）。
（11）  a.  プロカメラマンが（主語）ポートレートを（目的語）撮影する。
   b.  ［プロカメラマン撮影］のポートレート














（12）  a. *花子は，猫を足拭きマットの上にいると思っている。




（13）  yamba-Ø   yarro-Ø  jarribara-Ø  nyina-ri-lgo.
   camp-ACC  this-ACC good-ACC  sit-APPL-PURP










（14）  a.  这把 菜刀 切 牛肉，  那把 菜刀 切  猪肉。
     「この包丁は牛肉を切り，あの包丁は豚肉を切る（ものだ）。」
   b.  这个 房间 画 画儿，  那个 房间 锻炼 身体。








（15）  a.  幸子という女は，いい加減で，めちゃくちゃな女だ。【属性】











（16）  a.  歩きやすく脱げづらい靴
   b.  ほどけづらい靴紐
   c.  PP製で割れづらい CDケース
   d.  酸素は水に溶けづらい。
（17）  a.  私は，今日だけは，あなたの言うことに賛成しづらいです。【事象】










（18）  a.  指示的な主語名詞句の一般的特性
     コノカーワ　ミズガ　キタネェーデ　オヨガーサラノーゾイ。
     （この川，水が汚いので，泳げないぞ）
   b.  総称的主語の一般的能力




（19）  a.  イタリア北部にはアルプスの山々がそびえる。
   b.  上海には数々の超高層ビルがそびえる。（インターネットからの例）
（20）  a.  イタリア北部には何千年ものあいだアルプスの山々がそびえている。【事象】
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基幹型共同研究プロジェクト「日本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性」
プロジェクトリーダー　影山太郎（国立国語研究所長）
プロジェクトの概要
　和語・漢語・洋語・擬態語を含み複雑な語彙の構成を持つ日本語のレキシコン（語彙体系と語形
成過程）は，世界的に見て特徴的な性質を豊富に備えている。本プロジェクトは，ヨーロッパ言語
と比して日本語の特徴が顕著に現れる現象として，(1)動詞の自他と項交替，(2)複合動詞，(3)属性
叙述における語彙と文法の係わり，(4)語形成における形態論と意味論・統語論の相互関係という 4
つのテーマに着目し，日本語レキシコンの特質を形態論・意味論・統語論の観点から総合的に解明
することを目指す。
